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－ 1 －

電気電子情報工学専攻教授森田清三先生の後を受け継ぎ、平成21年 4月より副センター長を拝命

しましたマテリアル生産科学専攻の掛下知行です。工学研究科で一番Heを使用していることもこ

の役の就任に影響しているとの話を聞きました。たしかに、研究生活を振り返るとHeを使わない

時期は皆無です。駆け出しのときは、基礎工学研究科でしたので豊中地区の職員の方々にお世話に

なり、工学研究科に移ってからは吹田地区の職員の方々に今でも大変お世話になっています。いわ

ゆるユーザーとして両地区に長く大変お世話になってきた 1人です。これまでは、Heはいつでも

どんな量でももらえると言う感覚でしたが、センターの運営委員会に加わってからは、そのような

運営が委員の方と職員の方のひとかたならぬ努力の賜物であることが解かってきました。私がお世

話になりましたこれまでのセンター長や副センター長の　吉永弘（工）、伊達宗行（理）、犬石嘉雄

（工）、三石昭善（工）、濱口智尋（工）、都福仁（理）、大貫惇睦（理）、吉野勝美（工）、森田清三

（工）、野末泰夫（理）先生方の地道で身を粉にした活動があるゆえんであることを身にしみている

このごろです。吹田地区に今年度、長尺ボンベの設置が予定され、多く見積もると年10万リットル

の供給が可能になります。現在、豊中分室の液体ヘリウム供給量は単独で東大物性研に匹敵するに

至っていますので、これは吹田地区も国内屈指の液体ヘリウム供給拠点になることを意味します。

この設置は、大貫、森田先生の御努力により可能となりましたことを記載させていただきます。こ

の設置は、吹田地区においてHeの需要が急速に増加していることを意味しております。事実、工

学研究科のほかに、産業科学研究所や核物理研究センターの参画がありました。このことは先端的

な研究には、Heの需要が伴う傾向にあることを示唆しているのではないかと考えられ、今後の展

開として多くの部局が益々参画することになると予想されます。そのため、豊中地区はもちろんの

こと関連する部局との連携を密にして運営委員会の充実を図る必要があることを痛感しています。

このための方策の1つとして、今年度、低温センターの専任事務補佐員の横溝理津子様を自助努力

で雇用しました。しかしながら、先にも述べましたように、センターの運営は関連する部局の支援

なしには成り立たないことは、これまでの経緯から御理解いただけると思います。今年度設置され

る長尺ボンベの設置場所に関して考慮いただきました工学研究科の御理解の賜物と感じておりま

す。ここに感謝を申し上げるとともに、今後の御支援をお願いする次第であります。最後になりま

したが、低温センター吹田分室で事務補佐員として長く勤めていただきました田中泰子様が本年の

7月末で御退職なされます。これまでの低温センターにおける数々のご尽力に心から感謝を申し上

げます。
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